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 高齢者はボランティアなど様々な形で社会活動に参加しているが、平成 25 年度に内閣

府が行った「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」によると、59.9%の高齢者が

若い世代との交流に参加したいと考えている。一方、若者については高校や大学をはじ

め、様々な教育現場で社会人基礎力の向上が求められており、様々な取り組みが行われ

ている。 

園芸活動が若者の社会人基礎力に及ぼす影響に関する研究は、水島（2019）が行った

高校生を対象とした農業教育による社会人基礎力の育成に関する研究がある。さらに、

有本ら（2020）が行った園芸活動を中心とした世代間交流プログラムが高齢者の健康や

地域コミットメントなどに及ぼす影響を明らかにした研究がある。  

本研究では、都市公園において、地域における園芸活動を若者と地域住民（主に高齢

者）がともに行うことで、園芸活動による若者の社会人基礎力の向上と地域住民（主に

高齢者）との世代間交流と地域活性化の可能性を明らかにすることを目的とする。 

 本調査は、2020 年 10 月 31 日（ミニ観葉植物作りワークショップ（以下、WS1 と呼

ぶ。））と 12 月 12 日（テラリウム作りワークショップ（以下、WS2 と呼ぶ。））に実施し

た園芸ワークショップ（実施場所：寝屋川公園管理事務所 2 階）において行った。調査

はアンケート調査とし、ワークショップの実施前後での学生スタッフの社会人基礎力（12

の能力を 3 段階で評価）と、参加者の属性などを調査した。  

 学生スタッフは大阪産業大学デザイン工学部環境理工学科環境緑化コースに所属する

3 回生であり、参加者は寝屋川市やその近郊から参加した地域住民である。  

 ワークショップはいすれも 2 時間以内（10:00～12:00）で実施し、内訳は筆者による

ミニレクチャー（約 30 分間）を実施した後に、園芸活動等を行った。WS1 ではミニ観

葉植物のハイドロカルチャーとミニ多肉植物の鉢植え作りを行い、WS2 では苔テラリウ

ム作りを行った。 

 本調査で実施したアンケートは、書面および口頭による事前説明を行い、学生スタッ

フおよび参加者の同意を得た上で実施した。また、ワークショップは、新型コロナウイ

ルス感染予防対策に取り組んだ上で実施した。 

参加者の属性は、WS1 が平均年齢約 65 歳、WS2 が平均年齢約 63 歳であり、高齢の

参加者が多かった。 



 

 

園芸への興味について尋ねたところ、WS1 および WS2 ともに普段から園芸に興味が

ある参加者が大部分を占めた。また、ワークショップ実施後の満足度について尋ねたと

ころ、WS1 および WS2 ともに全ての参加者がワークショップの内容に満足しているこ

とがわかった。 

 学生スタッフに対して社会人基礎力の調査を行ったところ、WS1 では、ワークショッ

プ実施後に主体性、実行力、創造力、発信力、ストレスコントロール力の数値が実施前よ

り増加していた。また、WS2 では、ワークショップ実施後に働きかけ力、実行力、課題

発見力、計画力、発信力、柔軟性、状況把握力の数値が実施前より増加していた。WS1

および WS2 で共通して数値が増加した社会人基礎力は実行力と発信力であった。 

 学生スタッフは、ワークショップの準備・運営・後片付けなどを通じて緊張感を持ち

ながら行動し、参加者からの質問への対応や作業補助などを積極的に行う様子が見られ

た。参加者は、作業の合間に学生スタッフに質問をしたり、参加者間で作品を講評し合

うなど、園芸活動を通して参加者と学生や参加者間での交流が見られた。 

 以上のことから、都市公園において大学生と地域住民（主に高齢者）が園芸ワークシ

ョップをともに行うことで、園芸活動による若者の社会人基礎力の向上と地域住民（主

に高齢者）の世代間交流の促進が見られ、地域活性化の一助となる可能性も見いだすこ

とができた。 

 本研究成果は、人間・植物関係学会 2020 年度オンライン研究発表会において口頭発表

を行った。 
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